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改革改善
の考え方

①問題
点

災害復旧事業については発生状況により都度、補正予算を要望し実施している事業であるが、春先の強風による倒木
や落石、崩落等の災害に当初予算内では間に合わない状況にある。

②改革
提案

毎年の春先発生する農業施設災害の状況から当初予算で2,000千円必要。

事業内容・目
標達成状況
の振り返り

被災後、早期復旧に努めることが出来た。

総事業費①+② 182,266 143,602 152,116 1,000

6,840 2,500

臨時職員所要時間 720 20

一般財源 140,389 23,600 23,585 1,000

人件費計（千円）② 25,234 8,962

正規職員所要時間

起債 2,800 4,500 4,500

その他 13,843 95,740 96,147

県支出金 19,762 18,922

事業費計（千円）① 157,032 143,602 143,154 1,000 （県）農地補助災害復旧事業補助金（97.7／
100）　17,427千円
（県）農業施設補助災害復旧事業補助金（97.7
／100）　1,495千円
（地）災害復旧（充当率65％）
（そ）分担金　2,277千円
（そ）繰越金　93,870千円
25→26 繰越明許費　116,470千円

国庫支出金

事業コスト 25年度決算額 26年度予算額 26年度決算額 27年度予算額 特定財源内訳、補足

26
年
度
事
業
内
容

災害基準に達した場合、下記の事業で対応する。
１　農業施設等補助災害復旧工事（H25繰越明許　10箇所）
２　農業施設等単独災害復旧工事（H25繰越明許　199箇所、H26　64箇
所）

１　復旧箇所数
２　復旧箇所数

１　　 10箇所
２ 　 263箇所

事業内容 名称 活動指標

定性
目標

事
業
概
要

災害復旧工事
・異常な天然現象（時間雨量20㎜を超える降雨量若しくは24時間雨量で80㎜を超える降雨量）により生じた農業施設災害及び農地災
害の発生に伴い、現地調査、被災状況の把握を行い、復旧工事を実施する。
・補助災害については、１か所の工事費が40万円以上である場合、長野県への被災報告を経て、災害査定を受け、災害復旧工事を実
施する。それ未満の災害復旧工事は単災で対応することとなる。

成果
指標

災害箇所数：箇所 - 273 － -

目
標

種別 指標名及び単位 26年度計画 26年度実績 27年度計画 28年度見込み 備考（指標変更など）

向上させたい上位施
策の成果指標

市民が災害にそなえている割合（％）

復旧箇所数 273

意図（どういう状態
にするか）

現状へ復旧する
目
的

対象（誰・何を） 農業施設等の災害箇所

対
象
指
標

指標名及び単位 26年度数値

施策 41 災害対策の推進
基本計画上
の位置づけ

政策 4 暮らしと生命を守る安全安心で快適なまちづくり

H27担当課等名 土木課 H27係等名 河川係 H26係等名 河川係

平成26年度事務事業実績評価表 政策№

開始 終了
事務事業名 農業施設等災害復旧事業

会計 一般会計
34 305

事業種別 政策

4 施策№ 41 事業№


